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 提出論文は、経済現象にかんする循環的・累積的因果関係について、Ｎ．カルドア、Ｋ．

Ｇ．ミュルダールの打ち出した政策論を手掛かりに検討しようとするものである。循環的・

累積的因果関係論に関してはこれまでＰ．トナーおよび藤田菜々子の研究が定評を得てい

るが、カルドアやミュルダールの議論が先駆的な形をとっていたことをとくに政策論に焦

点を当てて詳細に吟味し提示した点、またミュルダールの貨幣理論と低開発国論とのかか

わりを検討した点で、本研究には独自の価値がある。 
提出論文は、序章、本文五章、および終章から成っている。うち四章は査読付き論文集

に掲載された論文（あと一章は投稿中）であるが、それらをたんに綴じるだけでなく、他

の章を加え、表題の「循環的・累積的因果関係論と経済政策」という、より大きな課題を

あぶり出すように改訂している。その構成及び要旨は、以下の通りである。 
 「序章 循環的・累積的因果関係論とは何か――カルドアとミュルダールとを例に――」では、「経済・

社会体系における変化が、いっそう他から独立した、もしくはいっそうつよまりつつある

変化を引き起こす」という循環的・累積的因果関係論の見方を紹介し、それがおもに外部

性や収益逓増といった概念として表れてきたことを指摘する。主流派経済学は「均衡」を

軸に理論を構築しているために、経済システムの内部から変化を引き起こすような原因を

見いだせなかった。それゆえ外部性や収穫逓増が接ぎ木をするように仮定され、それらは

体系的に論じられてはこなかった。カルドアとミュルダールは、そうした欠点にいちはや

く注目し、克服を図ろうとしたのである。そしてそれに続き、各章の概略を簡潔に要約し

ている。 

 第一章「カルドアの「収益逓増論」とＥＥＣ政策」では、1960～70 年代のイギリスでヨー

ロッパ経済共同体（ＥＥＣ）に加わるべきかどうか議論され、カルドアがこれに反対した

のであるが、その際に彼が用いた論理として、ひとつに製造業における循環的・累積的因

果関係としての収益逓増法則があり、ふたつに外生的な需要によって成長が制約を受ける

という輸出需要成長論があることを紹介する。カルドアは、低成長状態では輸出需要が成

長の主要因となり、しかし工業においては収穫逓増が起きるため、経済成長率が低い当時

のイギリスで工業製品の自由貿易を採用することは、需要不足という危険な動的効果をも

たらすことに警鐘を鳴らした。ただし、Ｊ．Ｅ．ミードもイギリスがＥＥＣに入るのに反

対したが、その理由はカルドアのようにイギリス経済だけの利益を注目するのではなく、

リベラルな商業地域の創設にイギリスが貢献すべきであるという彼の理想からすれば、Ｅ

ＥＣは制度として欠ける点が多かった、というものであった。つまり両者は、国益と理想

のいずれを追求するのかで立場を異にしたのである。 



第二章「カルドアの「収益逓増論」と開発政策」では、これまで彼の成長理論の応用問題と

してのみ理解されてきたカルドアの開発経済学について、収穫逓増論の観点からその隠さ

れた意図を明らかにする。カルドアは、製造業は不完全雇用・数量調整・動的な収益逓増・

寡占を特徴とし、国外に需要を求めざるをえないと考えたが、一方農業については完全雇

用・価格調整・収穫逓減・競争という市場の働きが認められるとした。その結果、製造業

には輸出促進、農業には貿易自由化という「二重の為替レート政策」を推奨したのである。 
第三章「カルドアの「収益逓増論」と所得分配政策」では、カルドアが 1960 年代後半以降

唱えるようになった新しい成長理論――収益逓増・成長論――と整合し得る分配理論につ

いて探究する。彼の名高い分配理論はそれまでのケインズ派成長理論にもとづいているが、

収穫逓増の視点を導入して成長理論を刷新したとき、整合的な分配理論もまた追求される

べきであった。カルドアはそれを実行しなかったが、それを検討するために、手がかりと

して、カルドアが曾ては同義反復的であるとして退けたＭ．カレツキの分配理論を取り上

げる。それは、カルドアの新しい成長理論すなわち循環的・累積的因果関係論とならば接

合できるのか、またできるとすればどういう条件の下でなのかを論じる。しかし残念なが

ら、その結論は芳しいものではない。両者の考えていた寡占の型が違っており、カレツキ

の製品差別型寡占の市場観が、カルドアの集中型寡占のようには動的なものでなかったた

めである。 
第四章「ミュルダールの累積過程論と金融政策」は、Ｃ．ロジャーズの所説を手がかりに、

ミュルダールの貨幣的経済理論と金融政策論が不均衡累積過程論によって結びつけられ、

それがＪ．Ｇ．Ｋ．ウィクセルの実物分析とは異なる貨幣分析であることを示す。ウィク

セルは、貨幣利子率は強力な銀行組織によって決められると言っていたにもかかわらず、

（古典派と同じく）それはいずれ実物的な自然利子率に引き寄せられていくと考えた。長

期均衡は重力の作用する中心のようなものだととらえたからである。これに対してミュル

ダールは、実物資本の収益率（自然利子率）は、重力の中心たりえないと考えた。そこで、

予想の好転→資本価値の上昇→予想される利鞘の上昇→生産財価格の上昇→生産額の増大

→資本価値の上昇、という累積的な好循環が存在すると唱えたのである。 
第五章「ミュルダールの累積過程論と国際経済政策」では、かつてミュルダールが経済理論

家として築いた貨幣的経済理論の成果が、のちに制度派経済学者として行った国際経済関

係の分析に活かされていたのかどうかを検討し、併せてその国際経済関係論の妥当性を、

1980 年代ごろからさかんにミュルダールの議論を援用するようになった宮崎義一の考えに

照しつつ検討する。 

ミュルダールは低開発国のインフレ過程を研究するにあたり、累積過程論を用いている。

そこから、国際経済を動的な過程としてとらえ、福祉国家も、低開発国も、そして世界全

体も同じ原理によって動いていると考えるようになって、国際的協力が国際的統合をもた

らすと唱えた。だが宮崎も言うように、多国籍企業と情報社会化が引き起こすグローバリ

ゼーションゆえに、国民的統合そのものが今や瀬戸際でぐらついている。国民的統合に基

づく国際的統合というミュルダールの理念の実現は、かなり厳しいと言わねばならない。 

 「終章 カルドア、ミュルダールから現代へ――循環的・累積的因果関係論と経済政策――」では、カ

ルドアとミュルダールの比較から循環的・累積的因果関係論の意義を見いだし、その上で



さまざまな経済学者が援用した循環的・累積的因果関係論の流れを振返り、あらためてカ

ルドアおよびミュルダールの政策論や理念と比較して、その今日的意義について考える。 
国際経済政策にかんし、両者はともに先進国（福祉国家）にも途上国（低開発国）にも

同じ力が働いており、それによって富んだ地域と貧しい地域との差がいっそう開いてゆく

と考えていた。そこで貿易を含んだ国際経済関係において、（これまで主流の経済学で当り

前のこととされてきた）自由貿易の原則によるだけでは世界経済は分極化へと向っていっ

てしまいかねないと理解された。また、循環的・累積的因果関係論は、インフレーション、

社会における人為的現象などについても考察の糸口を与える。 
 この原理の辿ってきた道については、トナーは一つの流れであったと言い、藤田はヴェ

ブレンのものも含む三つの流れであったと言っている。本論文は、社会領域に及ぶにせよ

経済に回帰するような因果関係を見るという点でヴェブレンを傍流とみなし、その上でＡ．

Ａ．ヤングから始まる収穫逓増論的な流れとウィクセルから始まる累積的な循環論の流れ

の相違を指摘し、これら二つを主要なものとする見方を結論としている。これにより、循

環的・累積的因果関係の経済学説史が明快に整理できることを示した。 
 以上が提出論文の要旨であるが、本論文は次のような点で評価することができる。第一

に本論文は、収穫逓増や外部性といった概念によって経済学に断片的に導入されてきた循

環的・累積的因果関係論を正面から取り上げ、さらにその学説史上の流れを二つにまとめ

上げている。それにより、この概念が、近年急速に開発されている、均衡ではなく進化や

過程という動態において経済をとらえる進化経済学的な見方の端緒を与えるものであった

ことが明らかになった。 
第二に本論文は、最近では参照されることの少なくなったカルドアおよびミュルダール

経の済政策論を、一時文献に当たりつつ詳細に読み解いて紹介し、その意図を綿密に解明

している。 
第三に、カルドアについては従来、成長論と分配論だけが評価されてきたが、後期には

循環的・累積的因果関係論を取り入れたために成長論は刷新され、それは彼の分配論とは

不整合になってしまうことを示した。ミュルダールについては、累積過程論は貨幣経済の

原理論においては有効であるものの、国際経済関係論については理想主義に止まったこと

を示した。経済学説史において、これまでカルドアは初期の成長論と分配論により、ミュ

ルダールは後期の国際経済関係論によって注目されてきたが、これらの着実な指摘によっ

て本論文は学説史における彼らの位置づけの変更を迫っている。 
 しかしながら、本論文にはいくつかの弱点も存在する。第一に、本論文は、タイトルで

は循環的・累積的因果関係論が経済政策論と結びつけて検討されることを予告するかのご

とくであるが、経済政策は一般論としては論じられず、個別のエピソードとして引用され

るに止まっている。第二に本論文では、カルドアがどのような分配論を展開すべきだった

のか、国際統合論はどのような筋道を与えられるべきだったのかについて、事例を通じて

考察するものの否定的に評価され、疑問には積極的な解答を与えていない。これらの消極

性は惜しまれる。 
とはいえ、これらの要望は本論文の課題を超えるともいえ、学術的価値を損なうもので

はない。総じて、本論文は、従来の経済学・経済政策論および経済学説史においては必ず



しも自覚的には論じられてはいなかった問題を主題化し、日の当たらない文献を渉猟し、

解決の糸口を示唆しており、それらの点で学界に対して貢献をしたものと認めることがで

きる。以上の点から審査委員会は、本論文の提出者は、博士（学術）の学位を授与される

のにふさわしいと判断する。 
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